
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

市道整備事業は、Ｒ６から整備工事に着手していることから、中間年度の進捗率は45％となる。今後も計画に則した整備を進めていく。

事業の進捗状況に関する評価

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )

     令和９年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円

市のホームページに掲載

⑤計画全体の総合評価
本地域再生計画では、道整備推進交付金により市道と林道を一体的に整備することにより、森林資源の整備や観光地域へのアクセス向上、木材の搬出運搬の効率化が図られ、森林整備に係る雇用者数、面積の増大及び体験型旅行者受け入
れ人数増大から観光交流の活性化となることで、地域全体の活性化を目指すこととしている。
事業進捗を確認しながら、適宜計画の見直しを行うことができており、目標についても中間目標時点で達成できている。引き続き地域再生計画の事業展開を図っていく。

中間評価結果の反映状況

達成状況

指標
総数

達成
数

3 3

農漁村文化や民泊体験を通じて、都市部から修学旅行で訪れる子どもたちに学びの場を提供するとともに、農漁村の文化や営みに興味を持つ一般の観光客の受入れも行ってい
る。体験型旅行事業は本市の重要な観光産業の一つであり、教育旅行を通じて地域の活性化に取り組んでいる。

地方創生整備推進交付金（体験学習
等を活用した松浦地域活性化計画）

港湾・漁港施設の整備（内閣府支援
事業）

港湾・漁港施設において、定期航路・漁業活動のための係留施設の整備やにぎわい創出の緑地整備を一体的に進めている。漁港施設については令和6年度に完了し、港湾施設
については令和8年度に完了予定であり、引き続き事業を行っていく。

事業期間及び事業費の変更予定はない。
既に提出済みの地域再生計画に沿って、引き続き対応を進める。

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法
定量的な目標に関わる基礎データは松浦市の統計データを用い、そのデータ数値等により中間目標値の実現状況に関する評価・検討等を行った。
また令和８年度まち・ひと・しごと創生協議会にて事業概要等の報告を行った。

④中間評価の公表方法

特別措置を適用して行
う事業

市道整備事業（整備延長） 485m 220m

その他の事業

計画外で独自に実施し
た事業

体験型旅行事業（松浦党の里ほんな
もん体験）

農漁村文化や自然への理解を促すための修学旅行受入ととも
に、農漁村の文化や営みに興味を持つ一般の人々との交流を楽
しみながら社会への貢献や会員自らの生きがいづくりに取り組
む

②事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R7）

林道整備事業（整備延長） 191m 31m 191m

〇 事業完了後に最終目標値を達成する予定である。

最終実績
見込み

485m

林道整備事業は、Ｒ７から整備工事に着手していることから、中間年度の進捗率は16％となる。今後も計画に則した整備を進めていく。

54ha

〇 最新の国勢調査結果が公表されていないため、実績値に変化なし。

目標２ 森林整備面積の増加 21ha R4 21ha R7 21ha R9

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
中間評価

16人 25人R4 16人

地域再生計画の目標
基準値 中間目標値

R7 R9

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）中間評価調書

長崎県 松浦市 間伐材を有効活用した松浦地域活性化計画

令和５年度～令和９年度 長崎県農林部森林整備室長、松浦市政策企画課長

目標１ 林業従事者の増加 16人

127万 89万人 R9 〇目標２ 観光客の増加 81万人 R4 85万人 R7 現時点では、既に最終目標値を達成している。

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

ウッドスタート事業（松浦市木育推
進計画）

“「木」が持つ魅力の再発見・活用”を基本理念とし、松浦市
内産間伐材を利用した安心・安全な木製玩具等の赤ちゃんに誕
生祝いとしてプレゼントするなど、子育て支援の一助としてい
る。

「松浦市木育推進計画」に基づき、木の素晴らしさを五感で学び、心を豊かにするための木育イベント（木育キャラバンなど）を実施した。また、１歳の子どもを対象に木の温もりを
身近に感じてもらうべく、誕生祝い品として、木製玩具(青のまちパズルまたは電車)を贈呈するなど、木との触れ合いを通じて木の持つ魅力や木材利用の意義を学ぶ機会を提供
することができた。

西九州自動車道路整備事業
観光交流人口の更なる増大、物流機能の大幅な強化・効率化が
図る。道路が全線開通すると、福岡都市圏まで約７０分で結ば
れることになる

西九州自動車道において、松浦市内区間は全線開通したが、西九州自動車道の全線開通とは至っていない。
沿線自治体で地元促進大会を毎年開催し、来賓として国会議員や国交省等を招き、地域が一体となって道路整備の必要性を広く発信、アピールすることにより、西九州自動車道
の整備促進を継続的に要望している。


